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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀の戦争において植民地と他の植民地との間を移動した人々（兵士・軍夫、
軍に関連する労働者、「売春婦」等の女性）に着目し、とくに世紀転換期から第一次世界大戦期を中心に、これらの人
々の移動のメカニズム、移動先での業務と生活の実態、様々な出自の人々との接触の内容、移動の経験が帰還後の出身
地社会においてもった意味、などについて検討した。その結果、植民地の場における労働と戦争動員との連続性（「平
時」と「戦時」の連続性）、兵士の動員と不可分の関係にある女性の自発的・強制的な移動の事実、さらに従来の研究
の中心であった知識層の経験とは大きく異なる一般労働者・女性の経験が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We focused on the inter-colonial population movement in the wars of 20th century, 
particularly in World War I. Among them were soldiers and military-related labourers as well as women who 
were mobilized for sexual and other purposes. The mechanism of their mobilization, the feature of their 
work and life in foreign countries, their encounter with people from other colonies and the impact of 
their war-time experiences on the society where they originated from were studied. In colonial context, 
war-time mobilization was inseparably related with peace-time labour mobilization and there was a 
significant degree of mobility of female population. The experiences of those who transcended the 
colonial borders in imminent situations were greatly differed from of those who joined the war 
voluntarily and later played a leading political role in the colonies.

研究分野：南部アフリカ史、比較植民地史
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１．研究開始当初の背景  
本研究は、2004年度から 2010年度までに行
った二つの科研共同研究の成果を発展させ
たものである。先行科研では、「植民地責任」
概念を提起し、この概念を援用して、植民地
体制下の大規模暴力の実態と、それをめぐる
当事者たちの歴史認識の問題とを相互に連
関させ、脱植民地化の歴史を従来の「帝国史」
的枠組みとは異なる視角から明らかにする
ことを試みた。 
そこから、植民地暴力をめぐる「被害」と
「加害」の多重性、「植民者」と「植民され
た者」との重層的な関係をダイナミックにと
らえることの必要性が浮かび上がり、そのよ
うな関係を象徴する存在である「植民地兵」
をとりあげ、本研究を組織することとなった。 
２．研究の目的 
本研究では、20世紀の世界で、植民地体制
下の戦争に関連して動員された植民地兵な
らびに軍の動きと密接にかかわる労働者、ま
た女性労働者（性的奉仕のために動員された
女性や「売春婦」等を含む）について、とく
にそれらの人々の戦時の植民地間の移動を
重視しながら、その実態と意味について検討
することを目指した。植民地＝本国間の移動
については、イギリスやフランスの場合を中
心に、従来の「帝国史」の枠組みの中で一定
程度扱われてきたが、それに対して本研究で
は、「帝国史」の枠組みを植民地側の視点に
立って乗り越えることを重視し、植民地の現
実に即して戦時の動員の問題を考えた場合
にとりわけ重要である、複数の植民地間の
人々の移動を重視した。植民地を場とする、
あるいは植民地が引き込まれた戦争におい
て、植民地住民の動員は、帝国中枢へと向け
られただけでなく、また帝国の範囲内のみで
実現されたのでもなかったからである。 
一方、従来の帝国史的枠組みでの研究では、
植民地住民の兵士としての利用（たとえば英
領東アフリカの「アスカリ」、仏領西アフリ
カの「セネガル兵」など）の実態については
一定程度解明されてきたものの、それらが植
民地での平時の植民地統治、とりわけその経
済体制とどのようにかかわっていたのか、ま
た男である兵士の動員と植民地女性の戦時
の動員とはどのようにかかわっていたのか、
などの点が視野に入っていなかった。このこ
とから、本研究では、戦時と平時の労働の連
続と断絶、および労働・戦争動員におけるジ
ェンダー関係を重視し、植民地の境界を越え
た戦時の民衆の経験を、20世紀を通じて段階
的に展開する長いプロセスとしての脱植民
地化における主体の問題として検討するこ
とを目指した。 
３．研究方法 
(1）時期としては 19 世紀～20 世紀初頭の植
民地征服戦争、第一次世界大戦、第二次世界
大戦、植民地解放戦争を対象とした。植民地
視点の植民地兵研究のパイオニア的な意味
をもつ本研究では、欧米史上の出来事として

の「戦争」を与件として時期区分を行うので
はなく、植民地化と脱植民地化の全体的プロ
セスを見通す立場から、このような長い時間
軸を設定する方法をとった。その上で、第一
次世界大戦期を重点事例として取り上げる
こととした。 
(2）地域にかんしては、アフリカを中心とし
つつ、アジア・太平洋・南北アメリカを視野
に入れ、それらとの比較ならびに連関を扱う
こととした。 
(3）前記各地および旧宗主国の文書館にて、
植民地行政文書、企業関係文書の調査を行い、
戦争関連の兵士・労働者・女性の募集・雇用・
派遣、帰還の実態についての分析を行った。 
(4）(3）の対象のうち、可能なものについて
オーラルヒストリー調査を行った。 
(5）(3）(4）の調査の結果をもちより、動員
のメカニズム・方法、動員先での労働・使役
の実態についての比較検討を行った。 
(6）(1）～(5）の調査・検討を踏まえ、重点
対象としての第一次世界大戦期につき、さら
に詳細なケーススタディを行った。 
４．研究成果 
(1)植民地における兵士動員の類型 
植民地権力による植民地住民の兵士とし
ての利用はイギリス東インド会社の「シパー
ヒ」に代表されるようにヨーロッパ諸国によ
る植民地征服の最初期から広く見られた現
象であったが、それら初期の「傭兵」的性格
のもの（以下、タイプ A）と、19 世紀末以降
の帝国主義時代の植民地体制下で「国民化」
される植民地軍の兵士（同、タイプ B）との
間には大きな差異があった。タイプ Bの典型
は、第一次世界大戦期のフランス領西アフリ
カの「セネガル兵」であった。第二次世界大
戦期の日本軍による台湾人軍属などもこれ
に含めることができる。 
 歴史的にみれば概ねタイプ Aから Bへの変
化を見て取ることができるが、二つのタイプ
の間には連続的に多様な形態があり、また、
たとえば 20 世紀後半の南部アフリカ諸国に
おけるアパルトヘイト体制側の「ブッシュマ
ン兵」の利用にみられるように、タイプ Aの
現代型の利用もみられた。 
(2)植民地兵動員のメカニズム 
 タイプ Aの兵士が経済的動機から植民地政
府に雇われる者であったのに対し、タイプ B
は強制的に徴募された者だった。しかし、植
民地社会の人種主義のゆえに、植民地軍にお
いては「兵士」は少数に限定され、むしろ軍
関連労働に従事する「軍夫」が多かった。タ
イプ A は特権化し、「身分」と化すことも多
く、また、特定の民族・人種集団と結び付け
られ、いわゆる「マーシャル・レイス」を生
み出す例も少なくなかった。 
 一方、規模においてはるかに大きく強制性
の強いタイプ Bでは、当時者の動機が果たす
役割は小さかったが、徴募はしばしば政治的
有力者が共同体内の者を「差し出す」形で実
現されており、そこでの経済的な地位が大き



く影響していたのも事実である。 
(3)平時の労働との連続性 
 経済的な理由を背景とする戦時の動員へ
の応募は、平時の労働システムと不可分であ
った。たとえば第一次世界大戦期南部アフリ
カでの戦時動員は、それ以前の出稼ぎ労働と
まったく同じ仕組み、すなわち同じ地域で、
同じ募集機関によって、同じ条件で遂行され
た。このような平時から戦時への横滑りは広
範な地域で見られた。ただし、実際に戦線に
行った経験は、出稼ぎ労働の場合とは大きく
異なる影響を出身社会にもたらした。 
（4）女性の労働動員 
 本国における「総力戦」の時代、呼応して
植民地における住民の広範な戦時動員が生
まれたが、女性の直接的な戦時動員は、基本
的には、生産労働の拡大と人のモビリティの
拡大に伴ってもたらされたものであった。例
えば缶詰産業のような、農業加工部門であり
戦争遂行に深く結びついた部門での女性労
働者の雇用が拡大したことは、農村＝都市関
係の変化、ひいては農村部のジェンダー関係
の変容を引き起こした。このことは、20世紀
を植民地主義と脱植民地化のせめぎ合いと
いう観点から見る場合、第一次世界大戦が大
きな画期となったことを意味している。 
(5)女性の性的動員 
 植民地兵の動員にともなう女性の動員は、
前述の植民地兵の二つのタイプの重点の変
化と関係していた。タイプ Aは総じて家族を
伴う形態での勤務が基礎となっていたが、タ
イプ Bにおいてはそうではなく、そこに、兵
士と性、という問題が発生した。 
植民地の場において軍による女性の強制
的動員が制度として存在したことを確認で
きたのは、第二次世界大戦期の日本軍「慰安
婦」制度以外に、本研究の範囲では、フラン
スの「野戦売春所」（BMC）である。これはと
くに第一次世界大戦以降、植民地女性を大き
く巻き込むことになった。 
 一方、フランス軍のような制度となってい
ない場合にも、イギリス統治下東アフリカの
「アスカリ」における疑似婚姻制度のように、
事実上の強制的性動員が存在した。さらに、
20 世紀後半の植民地解放戦争においては、旧
宗主国側のみならず解放運動側にも性的動
員が広範に見られた。  
(6)植民地間の移動 
 戦時の労働動員は、単に帝国中枢からの要
請による個別植民地からの動員として実行
されたのではなく、しばしば複数植民地（公
式植民地以外の従属地域を含む）間の人々の
モビリティと結びついていた。たとえば、ア
ジアの場合で言えば、沖縄・朝鮮・台湾・南
洋の間の移民の歴史と不可分であった。これ
らの移動は「帝国」の経済構造を背景とする
ものの、そこにある人々のエージェンシーの
問題も無視することができない。 
(7)第一次世界大戦期の特質と位置 
 植民地征服戦争における植民地兵の動員

から世界戦争における植民地兵の動員への
変遷は、おおむね、前述のタイプ Aから Bへ
の変化と対応しており、より多くの植民地住
民（男女）が動員の対象となっていくことを
意味した。そのことは、「帝国」的な戦争の
あり方が、やがて解放戦争にも深く影響を与
える背景ともなったことは、（5）で述べた女
性の性的動員の側面に顕著なとおりである。 
植民地兵の大規模動員が行われた第一次
世界大戦期は、脱植民地化の歴史の中で見れ
ば、支配と抵抗という二分法的図式には収ま
らない脱植民地化の主体の形成過程におい
て決定的な意味をもっていたことがわかる。  
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